
算数科学習指導案 
 

Ⅰ 単元名 
       「小数のわり算」 

 

２ 単元について 
 本単元に関わって，小学校学習指導要領解説「算数

編」には，下記のように明記されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
  

これまで，小数を扱う単元は，数直線図や計算のき

まりを使った小数の乗法を扱ってきた。また，既習内

容では，割合が整数のときは何等分したうちの１つ分

の大きさを求めるという見方で除法を捉えていた。本

単元との違いは，割合が小数のときの１に当たる大き

さを求めるという見方が加わり，除法の新たな捉え方

を図る。課題解決に向かうためには，数直線図や計算

の決まりなどを用いることを通して，既習内容に立ち

返って考えることを大切にする。また，筆算に取り組

む際には，小数点を省いた単純な計算処理ではなく，

小数から整数の除法として計算していく変化の過程

やその理由に着目させたい。一方で，小数点の移動は

乗法との違いがあるので、その理由や根拠を明らかに

し，丁寧におさえることが必要である。 

 

３ 児童の実態 

 本学級の児童は，男子１５名，女子１４名，合計２

９名である。様々な学習に活発的に取り組むことがで

きる児童が多い。算数については，課題解決に向かっ

て粘り強く取り組んだり，困っている仲間に寄り添っ

て教えたりする姿がある。一方で、これまでの算数の

学習経験における苦手意識をもつ児童もいる。また，

自分の考えを仲間に「説明する」仲間の意見を受け止

めて「反応する」などの活動において，弱さがある。

本時では、既習事項である「整数÷小数」の考え方を

想起した児童の姿を認め，「計算のきまり」というアイ

テムを用いて課題解決していく。よって，課題解決に

向かう中で，仲間に「説明する」仲間の意見を「受け

止める」「共感する」楽しさとともに，仲間との交流か

ら広がる自分の考えの深まりを味わえるとよい。 

 

 

 

 

 
 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 

小数の除法の意味や計算の

仕方を理解し，筆算で計算する

ことができる。また，商と被除

法の大小関係や，小数倍と基準

量，比較量の関係を理解する。 

思考・判断・表現 

数量の関係に着目し，整数で

わる除法をもとに，小数の除法

の意味や計算の仕方について

考え，計算することができる。 

主体的に 

学習に取り組む態度 

小数の除法の意味や計算の

仕方について，既習の計算や図

を用いて考えようとしたり，発

展的に桁数の多い計算などに

ついて考えようとしたりする。 

 

５ 研究の重点に関わって 

 

 

 

 

 

重点１ 単位時間における数学的な見方・考え方と

数学的に考える児童を育てる数学的活動

の明確化 

① 重点とする数学的な見方・考え方の明確化 
前時の「整数÷小数」，前学年の「小数÷整数」

の求め方を活用できることに気付き，「小数÷小数」

を求めようと考える。 

 

② 数学的に考える児童を育てる数学的活動 
実際に，「計算のきまり」や筆算などを活用して

考える活動に取り組む。 

数直線図へのかき込み，「計算のきまり」，「筆算」

などのあらゆる方法を用いて，「小数÷小数」を求

める活動に取り組む。 

 

重点２ 数学的に考える児童を見届ける視点を明

らかにした指導改善 
① ICTの効果的な活用 

 ロイロノート上の筆算で自由にかき加える操作

をし，少人数交流での交流の様子を確認する。 

 個人で練習問題に取り組む前に少人数交流を仕

組むことで，その後の確実な習熟を図る。 

 

② 基礎・基本の確実な定着の手立て 

 課題づくりの後に，課題解決に向かうヒントを

出し合い，振り返った既習をもとに考えていけば

いいことをおさえる。 

 

 

（４）小数の乗法及び除法に関わる数学的活動を通して，次の事

項を身に付けることができるよう指導する。 

  ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 乗法や除法が小数である場合の小数の乗法及び除法

の意味について理解すること。 

(イ) 小数の乗法及び除法の計算ができること。また，余

りの大きさについて理解すること。 

(ウ) 小数の乗法及び除法についても整数の場合と同じ関

係や法則が成り立つことを理解すること。 

  イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けるこ

と。 

(ア) 乗法及び除法の意味に着目し，乗法や除法が小数で

ある場合までの数の範囲を広げて乗法及び除法の意

味を捉え直すとともに，それらの計算の仕方を考え

たり，それらを日常生活に生かしたりすること。 

 

日 時：令和５年６月１４日（金）５校時 

場 所：土岐津小学校５年１組教室 

授業者：伊藤 菜摘 

研究テーマ 

見方・考え方を働かせ， 

数学的に考える児童を育てる指導の在り方 



６ 単元指導計画（全１７時間） 

単元 時 本時のねらい 学習活動 評価規準 

１ 

整
数÷

小
数 

 

 １ 

 

 

 除数が帯小数の
場合でも除法の式
に表すことができ
ることを，除法が
整数の場合から類
推したり，数直線
図を用いたりして
理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

除法の意味を拡張して捉え，帯小数でわ
ることの意味や除数が帯小数のときの立式
を理解している。（知識・技能） 
帯小数でわることの意味を数直線図など

を用いて考え，説明している。（思考・判断・
表現） 

 ２ 

 ３ 

整数÷帯小数の
計算の仕方を，既
習の計算に帰着さ
せて考えることが
できる。 

 

 

 

 

 整数÷帯小数の計算の仕方を理解してい
る。（知識・技能） 
 小数の仕組みに着目し，除数が帯小数の
除法の計算の仕方を，既習の計算に帰着さ
せて考え，説明している。（思考・判断・表
現） 

 ４ 除数が純小数の
場合でも，除法の
式に表すことがで
きることを，数直
線図などを用いて
理解し，その計算
の仕方を考えるこ
とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 整数÷純小数の意味や計算の仕方を理解
し，立式して計算することができる。（知識・
技能） 
 整数÷帯小数の意味を説明した方法を振
り返り，整数÷純小数でもそれを生かそう
としている。（主体的に学習に取り組む態
度） 

 ５ 計算原理に基づ
いて，整数÷小数
を筆算で計算する
ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 整数÷小数の筆算の仕方を理解し，計算
できる。（知識・技能） 
 整数÷小数の学習をもとに，小数÷小数
がどうなるかと，発展的に新しい問題を見
出している。（主体的に学習に取り組む態
度） 

２ 

小
数÷

小
数 

６  本時の展開案参照  

 ７ 小数（1/100 の
位）÷小数（1/10
の位）の筆算の仕
方をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

小数（1/100 の位）÷小数（1/10 の位）
の計算について，除法のみを整数に直せば
よいことを理解し，筆算で計算できる。（知
識・技能） 

 ８ 小数÷小数の筆
算の仕方をまとめ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小数の除法を一般化した筆算の仕方を理
解し，計算できる。（知識・技能） 

練
習 

９ 基本的な学習内容
に習熟し，それを活
用する。 

 

 

 小数の除法の計算の仕方を理解し，計算でき
る。また，それを用いて問題を解決することがで
きる。（知識・技能） 

３ 

商
の
大
き
さ 

１０ 小数でわる除法
で，除数の大きさ
から，商と被除数
との大小関係を判
断することができ
る。 

 

 

 

 

 

 

 除数の大きさから，商と被除法の大小関
係が判断できることを理解している。（知
識・技能） 
 数直線上の除数の大きさに着目し，商と
被除法の大小関係を見出している。（思考・
判断・表現） 

○問０．３２４÷０．１２の計算のしかたを考えまし

ょう。 

○課小数÷小数の筆算のしかたを考えよう。 

○ま小数÷小数の筆算も，わる数を整数になおし

て計算すると 求められる。 

積の小数点の位置に気を付ける。 

○課 1/100 の位まである小数のわり算のしかたを

考えよう。 

○問４．３２÷１．８の計算のしかたを考えましょう。 

○ま 1/100 の位まである小数のわり算も，わる数を

整数になおして計算する。積の小数点はわられる数

にそろえる。 

○問リボン２．４ｍの代金は９６円です。 

このリボン１ｍのねだんはいくらですか。 

○課整数÷小数の式になるわけを 

図や言葉で説明しよう。 

○まリボンの長さが小数で表されていても，１ｍ

のねだんを求めるには，整数のときと同じよう

にわり算を使う。 

○課整数÷小数の計算のしかたを考えよう。 

○ま整数÷小数は，わる数を小数になおして考え

ると，求められる。 

○問リボン０．６ｍの代金が４８円でした。 

このリボン１ｍのねだんはいくらですか。 

○課わる数が１より小さい小数のときのわり算

の計算のしかたを考えよう。 

○まわる数が１より小さい小数のわり算でも，小

数になおして考えると，求められる。 

○問１６÷３．２の計算をしましょう。 

○課整数÷小数の筆算のしかたを考えよう。 

○まわる数とわられる数を１０倍して， 

整数の筆算と同じように計算すれば求められる。 

○問３６ｇのはり金○あ，○いがあります。 

○あの長さは１．２ｍで，○いの長さは０．８ｍで

す。それぞれ１ｍの重さを求めて，３６ｇと比べ

ましょう。 

○課商の大小関係を調べよう。 

○まわる数＞１のときは，商＜わられる数 

わる数＝１のときは，商＝わられる数 

わる数＜１のときは，商＞わられる数 



 

 

 

 

 

４ 

わ
り
進
み
の
計
算
と
あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算 

１１ 小数でわる除法
で，わりきれるま
でわり進む筆算の
仕方を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 小数でわる除法で，わりきれるまでわり
進む場合の筆算の仕方を理解し，計算でき
る。（知識・技能） 

１２ 小数でわる除法
で，あまりの意味
と大きさを理解
し，商とあまりを
求めることができ
る。 

 

 

 

 

 

 

 小数でわる除法では，あまりの小数点は，
被除数のもとの小数点にそろえてうつこと
を理解している。（知識・技能） 
 あまりの大きさを，除法とあまりの大小
関係などに着目して考えている。（思考・判
断・表現） 

１３ 小数でわる除法
で，商を四捨五入
して，1/10の位ま
での概数で求める
ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

小数でわる除法で，商を概数で表すこと
ができる。（知識・技能） 

５ 

わ
り
算
の
式 

１４ 小数の除法にお
いて，求答事項に
応じて演算決定す
ることで，除法の
理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 数直線図などを用いて，求答事項に応じ
て式を考え，説明している。（思考・判断・
表現） 

６ 

小
数
倍
と
か
け
算
，
わ
り
算 

１５ 比較量を求める
ときには小数の乗
法，割合を求める
ときには小数の除
法が適用されるこ
とを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 比較量を求めるときには，小数の乗法が
適用され，割合を求めるときには，小数の
除法が適用されることを理解している。（知
識・技能） 
 比較量を求めるときには，小数の乗法が
適用されることや，割合を求めるときには，
小数の除法が適用されることを数直線図な
どをもとに見出している。（思考・判断・表
現） 

１６ 割合が小数のと
き，基準量を求め
るのに，小数の除
法が適用されるこ
とを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基準量を求めるときに，小数の除法が適
用されることを理解している。（知識・技能） 
 基準量を求めるときに，小数の除法が適
用されることを数直線図などをもとに見出
している。（思考・判断・表現） 

た
し
か
め
問
題 

１７ 基本的な学習内容
を理解しているか確
認し，それに習熟す

る。 

  小数でわる除法の計算の仕方を理解し，筆算で
計算できる。（知識・技能） 
 小数でわる除法の計算の仕方を除法のきまり

を使って説明している。（思考・判断・表現） 

○問右の長方形の横の長さを求めましょう。 

 

○課 わる数が小数のときのわり進みの計算のし

かたを考えよう。 

 
○ま わり進みの計算をするときも，小数を整数にな

おしてから計算をする。わりきれるまで計算してか

ら，小数点をつける。 

○問６．３ｍのテープを１．５ｍずつに分けます。１．

５ｍのテープは何本できて，何ｍあまりますか。 

○課あまりのあるわり算の筆算のしかたを考えよう。 

○まあまりの小数点は，わられる数のもとの小数

点にそろえてうつ。 

○問 面積が約２０㎡の長方形の形をした花だんを

作ります。横の長さを３．６ｍにするには，たての

長さを約何ｍにすればよいでしょうか。 

○課 商がわりきれないときの答えの表し方を考えよ

う。 

 
○ま 商を四捨五入して，1/10 の位まで求めてか

ら，がい数にする。 

○問２．４ｍの重さが０．６kgの木のぼうがありま

す。次の問題の答えを求めましょう。 

 

○課問題の違いを考えて式をつくり，計算しよう。 

○ま数直線図や，かんたんな数の場合で考えるとわ

り算の式がわかりやすくなる。 

○問赤のテープの長さは２．５ｍです。緑と青のテ

ープの長さは，それぞれ赤のテープの長さの２．４

倍，０．６倍です。緑と青のテープの長さは，それ

ぞれ何ｍですか。 

○課小数倍した大きさを求める計算のしかたを考え

よう。 

○ま小数倍した大きさを求めるときにも，かけ算を使

う。 

○問右のような４本のテープがあります。 

白，青，黄色のテープの長さは，それぞれ赤のテー

プの長さの何倍ですか。 

○課 小数ｍのテープの長さの何倍かを求める計

算のしかたを考えよう。 

○まもとにする量が小数で表されていても，何倍にな

っているかを求めるには，わり算が使える。 



７ 本時のねらい 

 「整数÷小数」「小数÷整数」の学習を手掛かりに，「小数÷小数」の求め方を考えることを通して，立式したわ

り算の正しい計算をしたり，手順に沿って筆算の計算をしたりすることができる。 

 

８ 本時の展開（６／１７時） 

 

過程 【 展 開 】 【留意点】 

 

導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／ 
 
 
 

主
体
的
な
学
び 

 
 
 

／ 
 
 
 
 

協
働
的
な
学
び 

 
 
 
 
 

／ 
 
 

ま
と
め 

１．問題を把握し、学習の見通しをもつ。 

  

 

 

・数直線図や整数をもとにして，立式をする。 

・式８．４÷１．２。小数÷小数の計算になっている。 

・商の見積もりをすると,８÷１＝８だから，８kgくらい。 

 

２．本時の課題を確認する。 

 

 

・整数÷小数と同じように計算できるかな。 

・また筆算が使えるかもしれない。 

 

３．個人追究をする。 

・わる数を整数にするために１０倍して，整数として計算しよう。 

・小数を整数になおしてから，わり算の筆算をしてみよう。 

 

４．全体交流をする。 

・わる数を整数にするために，どちらも１０倍して小数点が右に１桁

移動するから，８４÷１２の整数の計算をすると，答えは７。 

・整数の筆算をするために，わる数とわられる数を１０倍した。 

・式８．４÷１．２＝７ 答えは７kgになる。 

・どちらの考えも，わる数を整数にしているところが同じ。 

 

５．少人数交流をし，筆算のしかたを確認し合う。 

・はじめに，わる数を整数にするために，わる数を１０倍して，わら

れる数も１０倍します。 

・次に，８４÷１２の整数のわり算の計算をします。 

 

６．本時のまとめをする。 

 

 

 

７．練習問題に取り組む。 

・鉛筆問題に取り組み、答え合わせをする。 

・その他の問題やプラス・ワンに取り組む。 

 

８．本時の振り返りをする。 

 

９．次時の見通しをもつ。 

・位の数が増えた小数÷小数の計算もできるかな。 

・前時との比較を通して，同じことと

違うこと（小数÷小数）の両方に気

付いた姿を取り上げる。 

・わり算の立式が成り立つ理由を問

うことで,「１ｍの重さを求める場

面」であることをおさえる。 

◎前時の「わり算のきまり」の考え方

をテレビに映し出し，全体で確認す

ることで，整数の計算をしたこと

や、筆算の仕組みを利用したことを

想起させてから個人追究に入る。 

・筆算にこだわらず，計算のしかたを

図や式などと関わらせて考えるこ

とができたよさを認める。 

 

 

 

 

 

・わる数を整数にすることで，全学年

で学習した小数÷整数の計算に結

び付くことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

・少人数交流では，筆算のしかたを仲

間と再確認し，練習問題で筆算に前

向きに取り組める姿を目指す。 

・途中まででも「できた」姿をお互い

に認め合い,前の仲間の説明の続き

から話すように伝えておく。 

・全員話すことができるように，時間

内は何度も繰り返し説明し合うこ

とで，学習の定着をはかる。 

◎タブレットに筆算の枠を準備して

おき，１手順ごとに説明しながら交

代できるアイテムを与える。 

 

 

 

 

 

終末の子どもの意識 

・小数も整数と同じように考えて計算できることが分かった。 

・わり算の決まりを使うことができた。 

【ICTの効果的な活用】 
◎つまずきの予想される児童のた
め，既習をもとにできるように計
算や筆算のしかたを示しておく。 

◎お互いにロイロノート上で操作
しながら，説明し合う。 

【基礎・基本の 
確実な定着の手立て】 

・筆算の計算につまずきがある児
童には，見積もりと比較すること
や見直しをすることをおさえる。 

 
 

○課小数÷小数の計算のしかたを考えよう。 

○問長さ１．２ｍの木のぼうがあります。重さをはかったら， 

８．４kgでした。この木のぼう１ｍの重さは何 kgですか。 

○ま小数÷小数も，わる数を整数になおしてから計算すると求めら

れる。 

【評価規準】知識・技能 

・数直線図や既習の整数の除法な
どをもとに，小数÷小数の立式
をし，計算の仕方を理解し，正し
い手順で計算できる。 


